
 

 

 

      平成 19年 1月 13日から 3月 15日までの 9週間（例年 7週間）、定期点検補修工事 
を行います。この間は、近隣への温水供給は停止となり、工場見学も出来ませんので、 

ご了承ください。また、飛灰搬出施設の完成に伴い、現在、場内で変則運行しているごみ搬入車な

どの交通動線を、従来どおりの“右回り”に戻します。復旧は 12月 20日頃の予定ですが、来年の
3月末日まで警備員を配置し、事故防止に努めます。 

 
 
                 中央制御室では運転係が交代で 24 時間勤務を行い、安全で 

                安定した操業を行うべく、日々の業務に励んでいます。一般に 

               清掃工場の中央制御室は、レイアウト等の制約から外に面してい 

ませんが、当工場の中央制御室には大きな窓があり、秋冬の晴れ 

た日には、その窓からくっきりと富士山を眺めることができます。今の季節は、真っ白に雪化粧を

した富士山を見ることができ、夜勤明けの職員の気持ちをなごませてくれます。 

 

 

11月 28日、管路収集利用者の皆様を対象とした火災予 
防講習会を行い、59人の方々が参加されました。 

 この講習会は利用者設備における火災予防の理解を深めるために開催 
したもので、管路システム全体の仕組み・ごみの適切な出し方・火災予 
防方法等の講習に加え、管路収集プラントの見学を行いました。講習会開催にあたり、深川消防署

有明分署、江東区清掃事務所、(財)東京都環境整備公社からご協力いただきました。 
 

 

                 10 月 21 日、22 日の２日間に渡って、３Ｒの実践による地球 

に優しい循環型社会の実現を目的とした「あだち３Ｒフェア」 

が区役所を会場に開催され、21,000 人の来場者がありました。 
              当工場のブースでは、廃プラスチックのサーマルリサイクルに伴う

ごみ性状調査の工場運営協議会視察状況や、桜・チューリップに包まれた清掃工場等をパネルで紹

介し、清掃工場の発電を模した手回し発電機も子供たちに大人気でした。 
  

 

     当工場の緩衝緑地には集会室と公園があります。集会室は、 
午前 9時から午後 9時まで、1日３回（午前・午後・夜間） 

枠で地域の皆さんに開放しています。地域の 15団体 220人余、月に延 
べ約 800人の皆さんが、趣味技芸から町会活動までと様々な目的で利用 
しています。昼下がりの午後には、集会室の窓越しに民謡舞踊を一心にお稽古されるご婦人たちの

姿を目にすることができます。また、公園では地域の皆さんが、ゲートボールを楽しんでいます。 
 こうしたご利用を通して、工場と地域の皆さんのコミュニケーションの輪が広がっています。 

18年度定期点検補修工事等・場内交通動線の復旧について 

墨 
田清掃工場 

中央制御室の窓から富士山が見えます 

新 
江東清掃工場

有 
明清掃工場 火災予防講習会の開催 

立清掃工場 ～あだち３Rフェアに出展 大人気の手回し発電機～ 

江 
戸川清掃工場 

足 

集会室の有効利用 


